














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6・・ 2 2 一 47－8一 3 4 2 9
9－10一一 16 7 3 26
11＿12．． 22 4 9 35
13＿14．． 10 8 7 25
15＿16．一 12 4 11 27
17－18“ 9 3 3 15
1臥＿20．． 3 1 一 421and　Oマer・・ 7 2 1 10
Tota王 84 35 36 155
Aberage


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一番 つぎに 一番少多いもの 多いもの ないもの 会杜数
」　■■■
a b C 1O杜
a C b 6
aとb ■ C 2b a C 28
b a 一 4b 一 一 1
C a b 1
a　トップが発案してミドルに示
　唆→（ミドルが起案，ときに
　は回議して）→トヅプが承認
b　ミドルが発案（または起案）→
　（ときには回議して）トップヘ
　上申→トップが承認
C　トップが発案して決定→ミド
　ルヘ指令ないし通達
であろう。
注（1）Gordon，Ibid。，P，49。訳融頁。
　（2〕Gordon，Ibid。，P．50一訳鼠頁o
　（3〕Drucker，Ibid。，p．353．訳252頁以下，参照。
　（4）E，Kosiol，a．a－O一，S－102。コジオールはVorentscheidungについて以下のよ
　　うにのべているo”Im▽eriauf　des　wiuensbi1denden　Prozesses　k6nnen　bereits
　　Vorentscheidmgen　ge掻11t　werden，die　jedoch　nur　Teile　des　gesamten　Ents－
　　cheidungsproblems　betreffen　und　noch　nicht　seine　L6sung　bedeuten－　Vie1壬ach
　　handelt　es　sich　um　sogenannte　Negativ　oder　AusschluB－Entsclユeidungen．die
　　bestimmte　Lδsmgsmdglichkeiten　ausschaIten．”
　（5〕　E．Dale　and　L．F．Urwick，Sta丘in　Organization，New　York－Toronto↓ondon
　　1960，pp．186，187血
　（6〕占部都美編・経営スタヅフ・目本能率協会．昭和36年。
　（つ藤芳誠一稿・目本の企業におけるゼネラル・スタヅフの実態分析・占部編・経営
　　スタッフ収載，179頁参照o
　（8〕高宮晋編・近代的経営組織の作り方・ダイヤモンド杜・紹和32年，参照。
　（9）前掲・生産性研究所による調査報告，参照。
8．む　　す　　び
　株式会杜形態をとる近代企業の政策的決定の中心は，いまや，企業活動に密
着している杜長，執行委員会，常務会といった全般経営層である。しかも近代
企業の政策的決定に要する知識や経験や判断力，いわゆる経営能力は，一そう
多岐化し多面化するので，もはやこの活動はひとりで担いきれない。すでに全
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般経営じたいがグルーブ化し，ドラッカーのいうchief・exe㎝tive　teamが形
成される方向にある。このチームによって，経営政策の実質上最終的な，調整
的決定がおこなわれるのである。かつてその中心的機関であった取締役会は，
全般経営層のおこなった政策的決定を，より広い，客観的な視野から承認し，
批評することにとどまる。しかL同蒔に，企業の政策的決定に，イソタレスト
グルーブの意思もおりこまれうる。
　近代企業の政策的決定には，さらに多くの人びとが参加する。まず部長や課
長といった中間管理者は，政策の最終決定に先立つプロセスを担当し，全般経
営層の決定をよういにする。かれらは限定されたより具体的，業務的な職務を
遂行しており，その経験と知識と視点から，代替案の作成・審議の段階ですぐ
れた貢献をたしうる。また場合によっては，かれらも実質的に政策の最終的決
定に参加することさえある。さらにとりわけゼネラル・スタッフも，政策的決
定プロセスで大きな役割を演ずる。企画室，杜長室に所属する人びと，その他
のスタッフも，その専門的知識と能力にもとづき，全般経営層の事務局として
政策策定に協力する。近代企業の政策的決定は，かれらの協力なしには考えら
れたいであろう・経営政策の決定がこの意味でもグループ活動とLておこなわ
れることが，近代企業の特徴のひとつである。
　ところでこのことは，政策的決定の実質にも大きな影響をもつ。たとえぽ
chiefexecutiveがひとりの場合の選好体系（P・・ference・y・t・m）と，chie£
eXeCuti∀e　teamのそれとは当然に異なるであろう。グループ・コントロール
の場合，予想利益も大きいが，同時に危険も大きい代替案よりも，安全度のよ
りたかい代替案ないしコースがえらぱれる。いわゆる満足水準（・・t1・f・・t・・y
l・Vel）に達しておれば，それでよいのである。安定成長の方がえらぼれるわげ
である。経営者の政策的決定の体制いかんは，その意思決定の実質にまで作用
のおよぶ点を忘れてはならない。
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